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「図書館システムガイドライン」の紹介

○ 1. 図書館システムガイドラインと共同調達・運用のこれまでとこれから
○ 2. 「図書館システムガイドライン（案）」の紹介

１．図書館システムガイドラインと共同調達・運用のこれまでとこれから

○ 背景：これから委員会と部会での検討
○ ガイドラインの将来的な価値：「2030デジタル・ライブラリー」検討
○ 「早慶ライブラリーブックシェア」の対象を拡大
○ 進む大学間での「共同利用」
○ 図書館とベンダーの協働でよりよいシステムに

２．「図書館システムガイドライン（案）」の紹介

○ Discordサーバ「UG_図書館システム・ネットワーク」での意見募集
○ 図書館システムベンダーからのフィードバックまとめ
○ 今後の予定
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背景：これから委員会と部会での検討
年度 委員会 部会

2015 これからの学術情報システムの在り方について
（関連する記述なし）

2016 2016 年度から 2018 年度に海外視察を行い、図書館ネットワークの
各国状況（英国 JISC，フランス ABES，ドイツ GBV，ノルウェー
BIBSYS，及び米国 OCA）のとりまとめを行った。

2017 これからの学術情報システムの在り方について（2019）
３．進むべき方向性
(3) システムの共同調達・運用への挑戦これまで各機関や国立情報学
研究所がそれぞれ単独で調達・運用してきたシステムの共同調達・
運用を選択肢とした課題解決の実現可能性を見極めるため，コスト
，各機関での分担，運用主体等について，踏み込んだ検討を行う

2023 図書館システムガイドラインの検討

2024 これからの学術情報システムの在り方について（2024）
２．在り方（2024）の活動目標
(2) システムの共同調達・運用の支援[(2)] 図書館システムの共同調達
・運用に必要となるガイドラインを策定したり、各機関での運用課
題の解決等について情報を交換したりする場であるユーザーグループ
の活 動を支援する。

図書館システムガイドライン（評価版）の公開



ガイドラインの将来的な価値：2030デジタル・ライブラリ
ー検討
● 新しい「デジタル・ライブラリー」の実現に向けて検討すべき課題（2024年

7月）

（4）大学図書館間の効果的な連携について：2030年の望ましい大学図
書館の姿

デジタルコンテンツを扱うプラット フォームの共有化、異なるプラット
フォー ムの相互連携、コンテンツ利用契約の統合化、図書館システムの
共同運用等の連携に基づく合理的なサービス環境が実現。

● ガイドラインは2030年の図書館システム仕様策定の一つのモデルに…
○ 大学図書館職員・システムベンダーとの議論を踏まえて持続可能な範囲で定期的にブラッシ

ュアップを重ね、これから委員会から文科省検討会に何らかの形で上奏されることを期待し
ている。



「早慶ライブラリーブックシェア」の対象を拡大

● 共同調達・運用を行っているシステ

ムの機能を使い、一方の利用者が、

検索インターフェースを通じて自分

でもう一方の機関のシステムに利用

登録し、そのまま取り寄せも依頼で

きるようにしたサービス。

● 物流は、以前からあった協定と取り

寄せの枠組みがあり、貸出の範囲が

教職員限定であったものを大学院学

生に拡大するなど、運用面の変更も

行った。



進む大学間での「共同利用」

2024年11月9日付読売新聞夕刊1面

電気通信大学：ヘリウム利用研究基

盤共用ステーション（R5補正）

厳密には当該記事の設備に該当する

ものではないが、学内外に共用可能

で、共用や機関間で連携して活用さ

れることが求められている設備



図書館とベンダーの協働でよりよいシステムに

● システムベンダーのガイドラインへの向き合い方
○ 電子リソースデータの活用、次に共同運用を実現するためのシステム設計を検討していただ

けないか。

○ システムベンダー各社はこれからも大学図書館のステークホルダーであり続けると考えてお

り、持続可能かつともに歩める形で今後のシステムの在り方を考える方法を模索したい。

○ ベンダーからも受動的ではなく、積極的な提案や意見交換を期待する。

● 図書館員のガイドラインへの向き合い方
○ まず、システム・ベンダー（もっと言うと最新の技術動向）に対する苦手意識を払拭する、

自館の図書館システムを知るきっかけになることを期待している（生成AIはよいきっかけで

、このタイミングをスルーするともはや取り返しが付かなくなるのでは…？）

○ 図書館員がシステムベンダーと同じ土俵にたって図書館システムの発展のための議論ができ

るようになることが理想である。
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Discordサーバ「UG_図書館システム・ネットワーク」で
の意見募集



図書館システムベンダーからのフィードバックまとめ

● フィードバック期間： 2024年8月7日（水）～9月6日（金）

● 対象ベンダー： 25社

● フィードバック数： 7社（9件）

○ EBSCO Information Services、NTTデータ九州、クラリベイト・アナリティクス ジャパン

株式会社、富士通Japan株式会社、日本事務器株式会社、株式会社リコー、株式会社紀伊國屋

書店

● フィードバック後の個別ヒアリング： 4社
○ 株式会社リコー、富士通Japan株式会社、EBSCO Information Services、ユサコ株式会社
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カテゴリ 主な意見（表現は改変） 対応

追加すべき内容

（2件）

論文のオープンアクセスと研究データのオープン化・共有化

に対応した機能は追加されないのでしょうか。

今後必要となる機能であるが、流動的な部分が多いため、現時点でのガ

イドライン化は見送る。

ベンダーロックインで他社システムに乗り換えできない図書

館が散見されますので、大区分「サポート」に「契約期間終

了時（他社システムへのシステム移行の際）のデータ提供」

を追加してはどうでしょうか。

大区分「サポート」に「契約期間終了時（他社システムへのシステム移

行の際）のデータ提供」を追加。

修正すべき内容

（14件）

大区分「ILL」の「その他ILL」に特定の商業サービス名が挙げ

られていますが、避けられないでしょうか。

近年NACSIS-ILLに代わるILLとして、RapidILLの導入が国内で進んでい

るため、これに対応する要件として記載している。あくまでもRapidILL
導入機関向けの記載で、別の新たなILLサービスが使われるようになれば

、それも考慮に入れる必要があるため、そのことが明確になるよう補足

。

大区分「ディスカバリーサービス」カテゴリには、従来の

OPAC単体の要件も必要ではないでしょうか。

大区分「ディスカバリーサービス」カテゴリは、印刷体、電子リソース

、機関リポジトリ、デジタルアーカイブ、及び機関独自のコレクション

といった、図書館が提供するすべてのコンテンツ種別を検索対象として

設定可能とすることを想定している。

図書館によって、提供するコンテンツ種別は異なるため、館ごとに必要

なコンテンツ種別の取捨選択が想定されている旨を補足。

削除すべき内容

（1件）

大区分「電子リソース」の「ナレッジベース」は、国内ベン

ダー単独では対応困難なため、削除いただけないでしょうか

。

本ガイドラインは、単独の製品での実現に限らず、いくつかの製品やサ

ービスを組み合わせることで実現することも想定している。

冒頭の「「図書館システムガイドライン」について」など、その旨を追

記。

1. 「図書館システムガイドライン（評価版）」の項目・内容について
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2. 「電子リソースデータ共有サービス」のデータ利用について
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2. 「電子リソースデータ共有サービス」のデータ利用について
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2. 「電子リソースデータ共有サービス」のデータ利用について
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3. 図書館業務の多様化への対応について
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3. 図書館業務の多様化への対応について
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今後の予定

● ～2024年12月6日（金） フィードバック期間（Discord）

● 2025年1～2月 これから委員会での審議

● 2025年2～3月 一般公開
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※ 現時点での見通しで、予定は変わることがあります。
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